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1. 見出し
1.1. 小見出し(必要であれば)
本文(日本語または英語)。

・句読点は「，」「。」を使用。
・図および写真にはFig. 1, Fig. 2 等,　また表には Table 1, Table2 等の通し番号をつけ，本文の後に付記する。図の番号，表題，説明は図の下に，表の番号，表題，説明は表の上に記す。図表中の文字やキャプションはできるだけ英語とする。
・単位と記号は, 国際的に慣用されているものを用いる。単位はCGS(MKS) 系またはSI 系を原則とし, 両者を混用しない。
・術語および略語は, IUPAC-IUB の勧告を基準とする。化合物名等で英語表記がよいと判断されるものは、英語表示とする。その他は一般に関係学会誌等で使用されているものにならう。
Figure

Fig. 1. Figure caption in English.

Table 1. Table title in English.
	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


表は上記のスタイルとし，編集可能なワードに埋め込みの表を使用する（画像の貼り付けは不可）


引用文献
引用文献は引用順に，本文中に通し番号で［1］,［2］・・・のように表示し，本文末尾に引用文献表を付して次のように記す。ただし，著者が6名以上の場合は「First author et al.」とする。雑誌名は略さない。
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